
2024年 12月のＳＳＲＩと台湾国軍退除役官兵輔導委員会との交流 

 

日程： 2024 年 12 月 19 日 

場合： 台湾国軍退除役官兵輔導委員(宜蘭の明池森林公園) 

 

2024 年 12 月 19 日、SSRI が台湾退輔会の招待を受け、宜蘭にある明池森林公園を訪

問した。この訪問は、台湾の森林環境やエコシステム保護の取り組みを学ぶことを目的

として行われた。訪問団の一行は、台湾の自然の美しさと、退役軍人に対する政府の厚

い支援に深い感銘を受けた。 

 

訪問先の明池森林公園は、台湾の北部に位置し、標高約 1150ｍの山間に広がる自然豊

かな場所で、訪問団は公園内を散策し、手つかずの森林や澄んだ湖、そして多様な動植

物が生存していた。特に、退輔会が台湾特有の植物や野生動物の保護活動を行っている

ことを知り、台湾のエコロジーに対する配慮の深さを実感した。 

 

また、明池森林公園は単なる観光地ではなく、台湾政府が退役軍人の福利厚生の一環

として管理・運営している施設で、退役軍人やその家族がここでリラックスし、自然と

触れ合いながら心身を癒すことができるよう、さまざまなサービスが提供されている。

このような退輔会の取り組みは、日本の退役自衛官支援のモデルとしても参考になると

評価した。 

 

訪問の最後には、台湾退輔会のスタッフとの交流会が行われ、双方の退役軍人支援に

関する意見交換が行われ、台湾が退役後の軍人を大切にし、彼らの生活の質を向上させ

るための努力を惜しまない姿勢に深く感動した。 

 

この訪問を通じて、日本と台湾の退役軍人(OB)支援に関する連携がさらに深まること

が期待される。また、自然保護やエコシステムの重要性についても、両国間での理解が

一層深まるきっかけとなった。 

 

ＳＳＲＩの参会者 台湾退輔会の参会者 

髙井理事長、柴田幹雄、小野田治、 

矢野一樹、邱伯浩各研究員  

門脇清美事務局長  

拓殖大：門間理良（元防衛研究所地域研

究部長） 

副主任委員傅正誠 陸軍中將(元) 

科員 吳承和 公務員, 簡任官等 10名 

 

 



 

 

 

 

 

 

 


